
第 2回 天塩川上流流域治水協議会 議事要旨 

 

 

日 時：令和 3年 2月 8日（月） 13 時 30 分～15時 00 分 

会 場：名寄グランドホテル藤花 2 階 大雪の間（名寄市西 5条南 4丁目） 

参加者：会議資料（次第） 

 

 

【議事】 

（１） 規約の改定について ～新規参画者の紹介～ 

（２） 各機関における流域治水の計画について 

（３） 流域治水プロジェクト案について 

 

 

【委員からの主な意見】 

 

（士別市） 

・ 「洪水をできるだけ防ぐ・減らすための対策」、「被害対象を減少させるための対策」、「被害

の軽減、早期復旧・復興のための対策」について、現在各部で連携を取りながら具体化を進

めているところである。 

・ 例えば田んぼダムの活用では、多寄地区と上士別地区において所有者の協力を得ている状況

である。 

 

（名寄市） 

・ 各項目の課題について逐次検討を進め、今後５年にわたって深化させていきたい。 

・ それぞれ課題等もありますが、そちらについても逐次、検討を進めてまいりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

（和寒町） 

・ 田んぼダムは、環境保全会に働きかけをして平成 27 年度から取組を始め、平成 28 年の大雨

と令和元年 8 月の 2 回行った実績がある。畔の高さや強度によっては決壊する場合があるの

で、すべての田んぼでできるとは限らない。令和元年のときは全体の田んぼの 63％程度の参

加実績であった。 

・ 町内には 551ha の田んぼがある。例えば 10cm 溜め込むと約 55 万 t 溜めることができ、札幌

ドームの容積の４割弱に相当する。 

・ 町内だけではなく、下流の自治体に多少なりとも貢献できればということで、これからも自

治体と環境保全会と協力しながら取り組んでいきたい。 

 

（剣淵町） 

・ 農地の浸水対策も含め、地形を利用した調整池の可能性について探っている。 

・ 高齢化と自分の圃場管理の手間で、剣淵川の樋門管理までは厳しいという話が出てきている。

一括発注で業者に管理を委託できないか士別の管理事務所にお願いしている状況である。 

 

（下川町） 

・ 会議資料に記載のとおり。 

 



（美深町） 

・ 会議資料に記載のとおり。 

 

（音威子府村） 

・ 会議資料に記載のとおり。 

 

（中川町） 

・ 町内には水田がないため、田んぼダムの機能はない。 

・ 雨水貯留浸透施設としては、天塩川の旧川が内水面の大きな貯水機能を持つことから、減災

上、排水能力の維持強化に努め流下能力を保つよう、一定程度の維持経費をかけて対応して

いる。 

・ 土地利用については、令和 3 年度の防災マップと防災計画の変更に合わせ、検討・見直しを

行いたい。 

 

（上川総合振興局） 

・ 治山事業は、緑の国土強靱化を推進するとともに、流域全体での治水減災対策について関係

機関と連携し、山地災害からの早期復旧、流木防止、インフラの長寿命化、森林の維持造成

を意識しながら、計画的に実施していく。 

・ 森林整備事業は、道が策定する地域森林計画、道有林基本計画、市町村が策定する森林整備

計画、森林組合が策定する計画に基づいて実施していく。 

・ 農業サイドでは、田んぼダムの取組を実施するため市町村、土地改良区等の地元関係団体と

連携しながら、ハード対策として水田の整備、ソフト対策として農業者への情報提供を行う。 

 

（上川北部森林管理署） 

・ 天塩川上流流域に所在する国有林野約 16 万 4 千 ha を管理している。森林の約 8 割は天然林

である。 

・ 国有林野施業実施計画を策定し、これに基づいて事業を実施している。流域治水という観点

から大きくは治山事業と森林整備事業の 2本立てとなる。 

・ 治山事業は、機能が低下した林地の機能を回復させるため、造林的・土木的手段を講じるこ

とによって、森林の持つ防災機能を維持・増進させる内容である。 

・ 森林整備事業は、国土の保全、水資源の涵養、自然環境の保全など、国民生活によって重要

な役割を果たす森林の多目的機能を充実させる内容である。 

 

（森林整備センター札幌水源林整備事務所） 

・ 水源林造成事業は、民有保安林のうち、所有者の自助努力等によって適正な整備が見込めな

い土地を対象に、分収造林契約を締結した上で森林を整備・保全する事業である。 

・ 天塩川上流流域には約 900ha の水源林造成事業地があり、森林を適切に整備・保全するため

には、苗木の植栽や成長に応じた除伐、間伐などの様々な保育施業を計画的に実施していく

必要がある。 

・ 水源林造成事業の実施を通じて天塩川上流の流域治水を強化促進することで、地域に貢献し

ていく。 

 

（旭川開発建設部） 

・ 甚大な被害が発生した戦後最大の昭和56年8月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるため、

河道掘削、堤防整備等の事業を計画的に実施していく。 

（以上） 


